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自律型AIエージェントの進化と市場の二極化 
2026年の人工知能市場において、テクノロジーの焦点は「対話型AI（チャットボット）」から「自律型AI
エージェント」へと完全に移行した。ユーザーのプロンプトに対してテキストを生成するだけの受動的

な段階を越え、複数のステップにわたるタスクを計画し、文脈を維持し、ユーザーのシステムやアプリ

ケーションを直接操作してタスクを完遂するシステムが実用化されている1。このパラダイムシフトを牽

引する代表的なプラットフォームが、オープンソース主導の「OpenClaw」と、Meta社に買収されクラ
ウドネイティブなマネージドサービスとして提供される「Manus（Manus AI）」である2。 

この両者は、自律型エージェントの設計思想において対極に位置している。OpenClawは、ユーザー
のローカル環境で稼働し、完全な透明性とカスタマイズ性を提供する「生の力（Raw Power）」を体現
するアプローチをとる2。ソースコードは完全に公開されており、開発者コミュニティによる無数の拡張

機能が利用可能である。一方のManusは、クラウド上での強固なオーケストレーションと洗練された
ユーザー体験を提供し、企業インフラにおける管理された安全性（Managed Safety）を志向する3。

初心者が設定なしで即座に利用できる利便性を提供する一方で、内部の処理はブラックボックス化

されている5。 

両プラットフォームは、それぞれ異なるユーザー層やビジネス要件に対して最適化されているため、

表面的な機能比較だけではその真価やリスクを正確に評価することはできない。アーキテクチャの

根本的な違い、データ処理の主体、スケーラビリティの限界、経済的コスト構造、そして地政学的なコ

ンプライアンス要件に至るまで、多面的な視点での包括的な分析が不可欠である。本レポートでは、

これら二つの主要プラットフォームの技術的特徴、ビジネスにおける実用性、および潜在的脅威につ

いて詳細な比較検討を行う。 

開発の歴史とエコシステムの形成 
現在市場を二分しているこれら二つのエージェントは、全く異なる出自と進化の軌跡を辿ってきた。こ

の歴史的背景を理解することは、それぞれのプラットフォームが持つ根本的な設計哲学と将来の方

向性を予測する上で極めて重要である。 

OpenClawの爆発的普及とオープンソースコミュニティ 



OpenClawは、Peter Steinberger氏によって開発された無料かつオープンソースの自律型人工知能
エージェントである6。2025年11月24日に「Clawdbot」として初期リリースされたこのプロジェクトは、
その後「Moltbot」へと名称を変更し、最終的に2026年1月27日に現在の「OpenClaw」へとリブラン
ディングされた6。この名称変更の背景には、プロジェクトの急激な成長とコミュニティの拡大がある。 

2026年1月の最終週、OpenClawに対する関心は爆発的な高まりを見せた。「Moltbook」と呼ばれる
AI専用のソーシャルネットワークや、独自の暗号資産、さらには悪名高いダークウェブ市場「
SilkRoad」に倣った「MoltRoad」といった派生プロジェクトが次々と誕生し、世界中の開発者がこのフ
レームワークに殺到した7。その結果、GitHub上でのスター数は数日のうちに14万5,000を超え、急
速に18万以上のスターを獲得するに至り、ソフトウェア開発史において最も急成長したオープンソー
スプロジェクトの一つとなった2。 

MITライセンスの下で提供されるOpenClawは、特定の企業に依存しない分散型のイノベーションを
促進している6。ユーザーは自身の環境にシステムを構築し、コミュニティが作成した数千に及ぶ「ス

キル」を自由に組み込むことで、あらゆるデジタルタスクを自動化することが可能となっている2。 

Manus AIの起業とMeta社による大型買収 
対照的に、Manus（旧称：Manus AI）は、高度に資本化されたシリコンバレーの技術競争の産物であ
る。元々は中国の起業家であるXiao Hong氏らによって北京で設立されたスタートアップ企業であ
り、履歴書のスクリーニング、旅行の計画、株式分析といった複雑なタスクを自律的に実行するAI
エージェントの開発で頭角を現した10。 

地政学的な摩擦を回避し、グローバル市場への展開を加速するため、Manusは2025年の夏に本社
を中国の北京からシンガポールへと移転した10。この戦略的移転が功を奏し、2025年12月、米国の
ソーシャルメディア大手であるMeta社が約20億ドルから25億ドルと推定される巨額の資金を投じて
Manusを買収した3。米国当局は、シンガポールへの移転が中国の干渉リスクを軽減したと評価し、

この買収を承認している10。 

現在、ManusはMeta社のインフラストラクチャの一部として完全に統合されており、「より少ない構造
で、より多くの知能を（Less structure, more intelligence）」というビジョンの下、世界中の企業にAI機
能を提供するマネージド・クラウド・サービスとして展開されている12。 

アーキテクチャと技術的基盤の対比 
自律型エージェントの能力は、その背後にあるアーキテクチャの設計に大きく依存している。

OpenClawとManusは、タスクを解釈し実行するまでの「エージェンティック・ループ（Agentic Loop）」
のラッピング方法において劇的な違いを見せている。 

OpenClaw：ローカルオーケストレーションと持続的アーキテクチャ 
OpenClawの技術的基盤は、TypeScriptとSwiftで記述されたクロスプラットフォームのローカルゲー
トウェイプロセスである6。Claude Codeのような単発のコマンドライン・ツールとは異なり、OpenClaw



はユーザーのマシン（またはVPSなどの専用サーバー）上で永続的なデーモンとして稼働し続ける14

。 

その内部アーキテクチャは、現代の高度なAIエージェントを駆動する包括的な設計パターンを体現し
ており、以下の主要なコンポーネントで構成されている9。 

1.​ ゲートウェイ・コントロールプレーンとチャネルアダプター: ユーザーとの接点となるインター
フェース層である。OpenClawは専用のGUIを持たず、WhatsApp、Telegram、Signal、Discord
、iMessageといったユーザーが日常的に使用する既存のメッセージングアプリに直接統合され
る5。チャネルアダプターがこれらのプラットフォームからの入力を正規化し、セッションのルー

ティングを行う9。 
2.​ エージェンティック・ループ（ReActプロンプティング）: LLM（Large Language Model）が状況を

推論（Reason）し、行動（Act）を決定するループ処理の中核である9。OpenClawは「モデルアグ
ノスティック（特定のモデルに依存しない）」な設計を採用しており、ユーザーは自身のAPIキー
を持ち込むことで、AnthropicのClaude、OpenAIのGPTモデル、GoogleのGemini、あるいは
Ollamaを経由した完全なローカルモデル（DeepSeek等）を自由に切り替えて使用できる5。 

3.​ スキルシステムと動的命令ロード: OpenClawに実世界での行動能力（ツール実行）を与えるの
がモジュール化された「スキルシステム」である6。各スキルは単なるディレクトリとして保存さ

れ、その中にはメタデータとツールの使用指示を記述したSKILL.mdファイルが必ず含まれてい
る6。スキルには「ソフトウェア同梱」「グローバルインストール」「ワークスペース固有」の3つの階
層があり、ワークスペース固有のスキルが最も優先して実行される6。エージェントはタスクに応

じて必要なスキルの命令のみをオンデマンドでコンテキストにロードする9。 
4.​ 永続的メモリとコンテキストの組み立て: セッションを越えて過去のやり取りやユーザーの好み

を記憶するメモリシステムを搭載している9。推論の直前に行われる「コンテキスト・アセンブリ」

プロセスにより、対話履歴、永続的メモリ、およびロードされたスキルの指示がパッケージ化さ

れ、LLMに送信される9。 
5.​ ハートビート（能動的スケジューリング）: プロアクティブなエージェント行動を可能にする仕組み

である。ユーザーからの直接的なプロンプト（入力）を待つことなく、指定されたスケジュールや

条件に基づいて自律的に処理を開始し、完了後にメッセージングアプリを通じてユーザーに結

果を報告する9。 

このアーキテクチャにより、OpenClawは単なる応答ボットではなく、ユーザーのデジタル環境に深く
根を下ろした自律型アシスタントとして機能し、ファイルシステムへの完全なアクセス権を持って実務

を代行する2。 

Manus AI：クラウドネイティブな専門エージェントの協調 
一方、Manusはブラウザや専用アプリを通じてアクセスするクラウドベースのマネージドプラット
フォームである12。ユーザーのローカルマシンを占有することなく、複雑な処理のすべてをMeta社の
堅牢なクラウドインフラストラクチャ上で完結させる設計となっている2。 

Manusのアーキテクチャ的特徴は、クラウド上で稼働する「マルチエージェント・オーケストレーショ



ン」にある。 

1.​ 専門特化型エージェントのハンドオフ: タスクが入力されると、Webブラウジングエージェント、
データ分析エージェント、コーディングエージェントなど、特定のタスクに特化した複数のサブ

エージェント間で処理が引き継がれる（ハンドオフ）16。これにより、複雑なプロジェクトを自律的

に計画・分解し、高い精度で実行する能力を持つ3。 
2.​ プロプライエタリなモデルの最適化: OpenClawがモデルを自由に選べるのに対し、Manusは

AnthropicやOpenAIのモデルを独自に最適化・ブレンドしたと推測される専用モデルに制限さ
れている5。これにより、予期せぬエラーを防ぎ、プラットフォーム全体で出力の品質を一定に

保っている。 
3.​ ビルトインのワークスペースと生成ツール: プラットフォームには、プロフェッショナルレベルの

ウェブサイト展開、スライド生成（AI Slides）、ブラウザオペレーター、深い調査（Wide Research
）、およびメール管理（Mail Manus）など、業務に直結する強力なツールがネイティブに組み込
まれている5。 

 

 
 



エッジとクラウドの融合：Manus Desktopの登場 
クラウド完結型のManusが抱えていた最大の弱点は、ユーザーのローカル環境にあるファイルを直
接操作できない点であった。タスクを実行するためには、都度ファイルをクラウドにアップロードする

必要があった2。この遅延（レイテンシ）を克服し、エンタープライズのローカルワークフローに深く入り

込むため、2026年3月中旬に「Manus Desktop」がリリースされた18。 

このデスクトップアプリケーションは、先進的なハイブリッド・アーキテクチャを採用している18。ファイ

ルの読み書き、ローカル設定の取得、ターミナルコマンドの実行といった軽量なオーケストレーション

はローカルデバイス上で直接行い、ラウンドトリップの遅延を完全に排除する。しかし、大規模言語モ

デルの推論を必要とする複雑な推論段階においては、必要なコンテキストのみを抽出し、Manusの
クラウドエンドポイントへとルーティングして処理を代行させる18。 

このハイブリッドアプローチは、OpenClawが持つ「ローカルファイルへの直接アクセスによるシーム
レスな体験」という利点を吸収しつつ、重たい処理をクラウド側に逃がすことで、デバイスのハード

ウェア要件を低く抑えるという戦略的な設計である。ただし、ローカルモードであってもLLM推論のた
めにコンテキストデータがクラウドへ送信されるため、規制されたデータを扱う企業はエージェントの

アクセス権限を慎重に範囲指定する必要がある18。 

インターフェース、操作性、およびスキルのエコシステム 
AIエージェントの操作系は、画面上のテキストボックスにプロンプトを打ち込む「チャット」の時代か
ら、バックグラウンドでのタスク委譲と監視の時代へと変化している。 

インターフェースの設計思想 
Manusは、直感的なウェブダッシュボードと専用のモバイルアプリ、そして前述のデスクトップアプリ
を提供し、技術的な知識が全くないユーザーでも「非設定で即座に使える（non-config instantly 
useable）」設計となっている3。モバイル環境からの利便性は特に評価が高く、常にパソコンの前に

座っていない営業担当者や、スマートフォンを中心にして業務を行うプロフェッショナルにとって、クラ

ウドベースで動作するManusは強力な選択肢となっている3。ユーザーはTelegramやWhatsApp経
由でボイスメッセージを送信するだけで、裏側でManusがクラウド上のリサーチダッシュボードを自動
生成するといった運用も可能である5。 

一方のOpenClawは、「Messaging as a UI（メッセージングアプリとしてのUI）」を徹底している。
WhatsApp、Telegram、iMessageといった、ユーザーが日常的に使用しているコミュニケーション
ツールに直接ボットとして統合される5。これは、「AIのために新しいアプリを開く」のではなく、「同僚に
チャットで依頼するのと同じ感覚」でタスクを委譲できるという点で、ワークフローの摩擦を極限まで

減らしている19。 

 

比較項目 OpenClaw Manus AI 



実行環境 ローカルマシン（またはVPS
等の自己管理サーバー）2 

クラウド（Metaインフラ）、お
よびハイブリッドデスクトップ2 

主要UI WhatsApp, Telegram, 
Discord, Signal等のメッセー
ジングアプリ6 

Webダッシュボード、専用モ
バイル/デスクトップアプリ、
Slack連携12 

バックグラウンド実行 24時間365日常駐する永続
的デーモン2 

クラウドベースの非同期実行
2 

ファイルアクセス ローカルファイルシステムへ

の完全アクセス2 
Webデータ、アップロードファ
イル、およびデスクトップ版に

よる制御されたローカルアク

セス2 

対象ユーザー エンジニア、技術的知識を持

つパワーユーザー5 
初心者、非技術系ナレッジ

ワーカー、一般企業ユーザー
5 

スキルシステムの光と影：オープンエコシステムvsクローズドキュレーション 
OpenClawの最大の武器であり、同時に最大の議論の的となっているのが、オープンソース・コミュ
ニティによって支えられた「ClawHub」というスキルリポジトリである。ここには3,000以上の特化型ス
キルが提供されており2、ユーザーのシステム内にローカルインストールすることで、無数のAPIやア
プリケーションを操作可能にする。この無限の拡張性は、特定の業務に特化したマクロやオートメー

ションを構築したい技術系ユーザーにとって計り知れない価値がある4。 

しかし、Manusはあえてこの拡張性を制限している。Manusの機能（ウェブアプリの構築、スライド作
成、高度なリサーチなど）はすべてMeta（旧Manusチーム）によって内部的に構築・キュレーションさ
れたものであり、サードパーティの恣意的なコードが入り込む余地はないクローズドソースのブラック

ボックスとなっている2。これにより、無限の柔軟性と引き換えに「機能が確実に、安全に動作する」と

いう信頼性を担保している。 

「OpenClawはコントロールを提供する。Manusは利便性を提供する。」という市場の評価は、この両
者のインターフェースと拡張性のアプローチを正確に表現している2。 

経済性とコスト構造の比較 
プラットフォームの選定において、最も直接的で予測が困難な要素がコスト構造である。両者は根本

的に異なる課金モデルを採用しており、利用規模の拡大やタスクの複雑化に伴う財務的影響は劇的

に異なる。 

Manusのクレジットベースモデル：利便性と予測不可能性のトレードオフ 



Manusの料金体系は、導入のしやすさを謳う一方で、エンタープライズの予算管理において課題とな
る「トークン消費型（クレジットベース）」のサブスクリプションモデルを採用している20。 

 

プラン名 月額料金 提供クレジット/
月 

同時実行タスク

数 
主な対象層 

Free $0 初回1,000 + 日
次300更新 

1 試験運用、小規

模タスクの体験 

Basic $19 1,900 2 個人の定期的

な利用 

Pro 
(Standard) 

$20 4,000 20 一般的なプロ

フェッショナル

ユース 

Pro (Custom) $40 8,000 20 ヘビーユー

ザー、クリエイ

ター向け 

Pro 
(Extended) 

$200 40,000 20 高度な調査・制

作を行うワーク

ロード 

Team $20〜$40 / 1
シート 

1シートあたり
4,000等 

共有プール チームコラボ

レーション（最小

5シート等の規
定あり） 

(出典: 17に基づ

く統合データ) 
    

このモデルの最大の落とし穴は、タスクの複雑さに応じてクレジットの消費速度が大きく変動する点

にある21。一般的なテキスト生成や簡単な問い合わせであれば少量の消費で済むが、広範な市場調

査、多段的な論理推論、データのスクレイピングと可視化、またはコーディングのデバッグを含む複

雑なタスクでは、1回の実行で1,000クレジット以上を消費するケースが報告されている22。 

データとアナリストのコスト軌道分析によれば、Manusの固定料金モデルは特定のタスク量までは定
額（フラットなコストライン）を維持するものの、重いタスクを連続して実行した際にクレジット枯渇とい

う「垂直の壁」に急激に衝突する。この上限に達した瞬間、タスクの実行は停止し、ユーザーは即座



に上位プランへのアップグレードや、有効期限のないアドオンクレジットの追加購入を強制される21。

この「トークン・ハングリー（トークンを大量に消費する）」な仕様は、事前に予算上限を厳密に設定す

る必要がある企業において、ROI（投資対効果）の予測を極めて困難にしている16。 

OpenClawのBYOK (Bring Your Own Key) モデル：固定費の排除とインフラ
の責任 
対照的に、OpenClawソフトウェア自体のライセンス費用は完全に無料（MITライセンス）である2。

ユーザーは、自身が選択したLLMプロバイダー（OpenAI, Anthropic等）のAPIキーを設定し、システ
ムが実際に消費したAPI利用料のみを支払う従量課金制（BYOK）となる2。 

OpenClawの経済的優位性は、このインフラコストのコントロール性にある。前述のコスト軌道分析
において、OpenClawのAPI従量課金モデルは原点（$0）から利用量に応じて線形にコストが上昇し
ていく性質を持つ。さらに、AI Perksなどのスタートアップ支援サービスを通じて無料のAPIクレジット
を取得したり2、ローカルデバイス上でOllamaなどの小規模モデルを動かす設定を行えば、月々の運
用コストを完全に0ドルに維持し続けることも理論上可能である。 

しかし、OpenClawの「見えないコスト」として、インフラのセットアップと維持管理の労力が挙げられ
る。後述するセキュリティ上の理由から、日常的に使用しているメインのPCに直接インストールする
ことは推奨されておらず、専用のMac Miniを購入したり、クラウド上のVPS（仮想サーバー）を借りて
サンドボックス環境を構築して運用するユーザーが多い5。これらには初期のハードウェア投資や月

額のサーバー維持費が別途発生する。 

それでも、自動化のスケールメリットを享受し始めた際のROIは非常に明確である。例えば、デジタル
マーケティング企業が広告運用レポートの自動化にOpenClawを使用した場合、Google Adsや
Meta Ads Managerからデータを抽出し集計する作業を毎週スケジュール実行させることで、APIコス
トは月額わずか10〜20ドル程度に収まる23。これは、データアナリストが毎週手作業で行っていた月

額400〜800ドルの人件費を劇的に削減する結果をもたらしている23。 

また、パフォーマンスの限界点に関しても明確な違いがある。Manusは契約プランに応じて同時実行
タスク数が1〜20に制限されるが17、ローカルで動作するOpenClawの並行タスク数は実質的に無制
限であり、制約となるのは利用しているPCやサーバーのハードウェアスペック（RAMやCPU）のみで
ある2。 

セキュリティ、プライバシー、およびコンプライアンスリスク 
企業が自律型AIエージェントを自社のワークフローに導入する際の最大の障壁は、システムの利便
性ではなく、セキュリティとデータガバナンスの確保にある。OpenClawとManusは、それぞれ全く異
なる性質の深刻なリスク構造を抱えている。 

OpenClawの脆弱性：過剰権限と「マルウェア・スキル」の脅威 
OpenClawは、ユーザーのローカル環境で直接動作するため、第三者のクラウド（Metaのサーバー



等）に自社の機密データを送信しなくて済むという点で、究極のプライバシー保護機能を有している

ように語られることが多い2。すべてのネットワークリクエストやファイルアクセスはユーザーの管理下

にあり、完全に監査可能である2。 

しかし、アーキテクチャ上の本質的なリスクとして「AIエージェントに対するローカルファイルシステ
ム、メールアカウント、カレンダー、通信プラットフォームへの広範なアクセス権の付与」が挙げられる
6。自律的に行動させるためには、エージェントにシステムの中枢に対する自由な権限を与えなけれ

ばならない。 

Northeastern大学の調査研究では、OpenClawのデフォルトのアクセス設定を「プライバシーの悪夢
（Privacy Nightmare）」と厳しく評価しており3、GartnerやForresterのサイバーセキュリティアナリスト
も、無制限のアクセス権限が付与されたAIエージェントがローカルシステムに常駐することの危険性
に警鐘を鳴らしている3。Redditなどの技術コミュニティでも、「熱狂だけでセーフガードが存在しな
い。AIエージェントに人生のあらゆる側面のハンドルを握らせるようなものだ」と批判的な意見が散見
される3。 

この危険性を決定的に裏付けたのが、2026年2月に発表されたCiscoセキュリティチームによる大規
模な監査レポートである14。CiscoがClawHub上の31,000に及ぶ公開スキルを監査した結果、なんと
全体の26%のスキルに少なくとも1つの脆弱性が発見された14。 特に業界に衝撃を与えたのは、リポ
ジトリで人気1位となっていた「What Would Elon Do?（イーロンならどうするか？）」という名称のスキ
ルであった。Ciscoの解析により、このスキルは純粋なマルウェアであることが判明した。高度なプロ
ンプトインジェクション手法を用いてOpenClawのネイティブな安全確認プロセスを迂回し、ユーザー
のローカルファイルから機密データを抽出して、攻撃者が制御する外部サーバーに密かにデータを

流出（エクスフィルトレーション）させていたのである14。この1つのスキルからだけでも、2つのクリティ
カル（致命的）な脆弱性を含む合計9つの脆弱性が発見された14。2026年2月の第1週だけで230以
上の悪意あるマルウェア・スキルがClawHubにアップロードされたという事実は、サンドボックス（隔
離環境）を持たないオープンなAIスキルシステムの致命的な弱点を露呈している14。 

このため、エンタープライズ環境でOpenClawを安全に運用するには、決してメインの業務端末に直
接インストールしてはならず、コンテナ化された環境や仮想マシンの利用、ネットワーク通信の厳格

なファイアウォール設定といった、高度なインフラストラクチャのセキュリティセットアップが必須となる
2。 

Manusのコンプライアンスリスク：データ主権と地政学的波紋 
一方、Manusを利用する場合、上記の「マルウェア・スキル」に感染するリスクは皆無に等しい。シス
テムは閉鎖的であり、実行されるコードやツールはすべてMeta社の厳格な監視とテストの下にある
ため、「安全なデフォルト設定」が提供されている5。しかし、その代償として企業は「データの主権」を

強力なクラウドベンダーに委ねることになる。 

Manusのデータプライバシーに関する方針は、Meta社の広範なエコシステムのルールに準拠してい
る24。Metaのスポークスパーソンによれば、ユーザー個人のメッセージやDM（ダイレクトメッセージ）
の内容を、AIの基盤モデルのトレーニングに直接無断で使用することはないと明言されている25。し



かし、Meta AI（Manusを含む）との対話履歴やシステムとの相互作用データは、サービスの改善に
使用されるだけでなく、同社のエコシステム全体（Instagram、Facebook等）におけるコンテンツの表
示やパーソナライズ広告のターゲティングに活用される方針が明示されている25。企業が顧客の機

密情報や未公開の財務データをManusのクラウドブラウザや分析エージェントで処理する場合、これ
らのデータが米国のAWS（バージニア）サーバーに保存され26、Metaのインフラ内でどのように扱わ
れているか、他サービスへのデータ還元から完全に隔離されているかを法務的および契約的に確認

する必要がある。 

さらに深刻で、予測不可能な事態を引き起こしているのが、Manusが抱える**地政学的・規制上のリ
スク（Geopolitical and Regulatory Risks）**である。 

前述の通り、Manus AIは中国の北京でXiao Hong氏によって創業され、その後シンガポールへ移転
した企業である10。2025年12月にMeta社による25億ドルでの巨額買収が発表され、米国当局はこ
れを承認したものの10、中国政府の反応は激しいものであった。中国商務省は、この買収が「技術輸

出規制、国家安全保障、および外国直接投資ルールの報告義務の違反」に該当する可能性がある

として、2026年1月に詳細な調査を開始した10。 

事態が急転したのは2026年3月のことである。Financial TimesおよびWashington Postの報道によ
れば、中国政府（国家発展改革委員会：NDRC）はManusのCEOであるXiao Hong氏とチーフサイエ
ンティストのJi Yichao氏を北京に召喚し、一連の調査を行った後、両氏に対して出国禁止措置（Exit 
Ban）を通告し、中国国外への移動を差し止めた10。両氏はシンガポールに拠点を移していたもの

の、依然として中国国籍を保持していたため、中国当局の直接的な管轄下に置かれたのである10。

米国の巨大IT企業による数兆円規模のAI関連スタートアップ買収を阻止、あるいは牽制するため
に、中国政府が対象企業のエグゼクティブの出国を禁止するという強硬手段に出たのはこれが歴史

上初のケースである11。 

この国際的なニュースは、単なるM&Aのゴシップに留まらない。「エンタープライズ向けAIベンダーの
デューデリジェンス」のあり方を根本から覆す重大なインシデントとなっている27。AIリスクアナリストた
ちは、企業がAIサービスを調達する際、単なるデータレジデンシー（保管場所）やSLA（サービス品質
保証）を確認するだけでは不十分であり、「コアとなるAIモデルやエージェント技術がどこで開発され
たか」「開発チームに特定の国籍を持つメンバーが関与していたか」「どの管轄区域の輸出管理体制

がその技術に対して法的権限を主張する可能性があるか」という技術的起源の調査を必須事項とし

て警告している27。Metaの傘下に入り、米国の法基準下にあるとはいえ、中国当局の調査結果次第
では、Manusの根幹技術やアルゴリズムのグローバルな使用に対して予期せぬ法的な制約や制限
がかかる潜在的なコンプライアンスリスクを、導入企業は間接的に負うことになる。 

企業導入と実践的ユースケースの分析 
それぞれのアーキテクチャ特性とリスクプロファイルを考慮すると、両プラットフォームが真価を発揮

するユースケースと、導入すべき組織の形態は明確に分断される。 

OpenClaw：エンジニアリングとバックエンドの高度な自律プロセス 



技術的なセットアップ能力（サーバーホスティング、APIキー管理、コンテナ化技術等）を持つ組織に
とって、OpenClawは他に類を見ない業務自動化のレバレッジを提供する。 

実際のビジネス環境において、OpenClawは以下のようなバックエンド処理の完全自動化において
ROI（投資対効果）を証明している23。 

ワークフロー 主なビジネス価値と自

動化の内容 
リスクレベル 必要なガードレール 

会計データ処理 繰り返しの多い簿記作

業や調整タスクの排

除。SMBや代理店の
定期的な財務処理に

最適。 

高 解析データの厳格なバ

リデーションと、ファイル

システムのサンドボック

ス化 

PR/コードレビュー Telegramを通じた自
動レビューにより、コー

ドレビューの遅延を減

らし、シニアエンジニア

の時間を有効活用。 

高 提案と「マージ実行」の

境界を厳格に分け、

CI/CDへの直接的な権
限を与えないこと 

ローカルCRM/営業 メールとカレンダーを

主要システムとする

B2Bチームにおいて、
手動入力を伴わずに

パイプラインの可視性

を向上。 

高 データバリデーションと、

記録システムへの書き

込み権限の境界設定 

また、コンテンツ作成パイプラインにおいても、リサーチ専門、執筆専門、レビュー専門、スケジュー

ル専門といった複数の特化型エージェントを直列に連携させるマルチエージェント・アプローチが導

入されており、人間の介入を極力減らした運用が成功を収めている23。 

企業における大規模展開を後押しする動きとして、NvidiaはOpenClaw用のエンタープライズ向け
ガードレール「NemoClaw」を発表した。これにより、エージェントが操作できる権限やプライバシー設
定を厳密に定義した状態での安全な運用が可能となっている29。また、Tencent Cloudはエンタープ
ライズ向けの大規模タスク自動化やデータ管理に特化したホスティング基盤を提供し、1万クレジット



のフリートライアルを開始するなど30、OSSベースのAIエージェントをインフラレベルで安全に管理す
るエコシステムが形成されつつある。 

Manus：フロントオフィスと非技術系ナレッジワーカーの拡張 
一方、Manusはインフラ管理やサーバー構築のオーバーヘッドをゼロに抑え、契約したその日から
直ちに業務に組み込める「ターンキー（Turnkey）」ソリューションとして優れている4。特に、社内に開

発リソースを持たない部門にとって、Manusは圧倒的に導入しやすい選択肢である4。 

1.​ 深い調査とレポート作成（Wide Research）: 特定の市場トレンドや競合他社の分析などを指示
するだけで、エージェントが自律的に複数のウェブサイトを巡回、情報を統合し、包括的なダッ

シュボードやレポートを生成する12。 
2.​ プレゼンテーションの自動生成（AI Slides）: 情報収集からスライドの骨子作成、デザインの適

用までを自律的に行い、深い洞察と明確な構造を持ったスライド資料を構築する17。これはコン

サルティングやセールスチームの商談準備時間を大幅に短縮する効果がある。 
3.​ コラボレーションと運用保守: チームプランやSSO（シングルサインオン）連携が標準で用意され

ており、企業のアカウント管理が容易である12。さらに、OpenClawであれば自社エンジニアが
自力でログを見てデバッグしなければならないトラブルも、ManusであればMeta社のカスタマー
サポートにチケットを切って対応を委ねることができる4。 

「OpenManus」に関する市場の誤解と明確な区別 
最後に、市場で頻繁に混同される「OpenManus」という名称のプロジェクトについて言及しておく必
要がある。名称の類似性から、OpenManusがOpenClawと同等のシステムである、あるいはManus
の完全なオープンソース版であると誤解されることが多いが、これは技術的に不正確である。 

OpenManusは、Manusがベータ版時代に抱えていた「1日1プロンプト」という極端な利用制限を回避
するために、コミュニティが作成したPythonベースのローカルスクリプトツールである31。OpenManus
はユーザー自身のAPIキーを使用してローカル環境でタスクを実行するという点ではOpenClawに似
ているが、そのアーキテクチャは全く異なる。 

OpenClawがメッセージングアプリに常駐し、永続的なメモリと自律的なハートビート機能を持つ
「デーモン（常駐型アシスタント）」であるのに対し、OpenManusはコマンドラインから単発でタスクを
実行するための限定的なCLIツールに過ぎない2。機能も非常に限定的であり、出力の品質や洗練度

においてはManus AIの足元にも及ばないというのが大方の専門家の評価である31。したがって、エン

タープライズレベルの自動化戦略を構築する際、比較対象とすべきはManusとOpenClawであり、
OpenManusはその枠組みには入らない。 

結論：組織のケイパビリティに基づく戦略的選択 
2026年の自律型AIエージェントの導入において、「OpenClawとManusのどちらが技術的に優れて
いるか」という単一の問いに対する普遍的な答えは存在しない。選択の基準は、プラットフォームの

機能そのものよりも、導入する組織の「技術的ケイパビリティ」「データ主権のポリシー」、そして「コス



トの許容形態」に強く依存する。 

●​ 完全な透明性、データ主権、予測可能なインフラコストを最優先とし、専門的なセキュリティ設定
（コンテナ化やサンドボックスの構築）を行う十分な開発・保守チームを擁する組織であれば、

OpenClawが圧倒的な優位性を持つ。特に、API呼び出しごとの従量課金は、タスク量さえ制
御できれば極めて費用対効果が高く、長期的にはソフトウェアライセンスの呪縛から企業を解

放する。NemoClawのようなガードレール技術の登場により、エンタープライズでの安全運用へ
の道も開かれている。ただし、無秩序なスキルの追加は企業ネットワークへの侵入を招く「トロイ

の木馬」になり得るため、社内での厳格な監査プロセスと利用規約の策定が不可欠である。 
●​ 導入の即時性、洗練されたユーザー体験、運用保守の外部委託を重視し、非エンジニアチーム

全体の生産性を底上げしたい企業にとっては、Manusが最適なソリューションとなる。クラウド
の圧倒的なオーケストレーション能力は、高度なプランニングタスクを人間と同等以上の精度で

遂行し、新しいデスクトップアプリの導入によりローカル業務との親和性も高まっている。しか

し、突発的なクレジット枯渇によるコストの急激な高騰リスクや、AI開発の起源に基づく複雑な
地政学的コンプライアンスリスク（中国当局による規制の不確実性）については、契約前に法務

部門を含めた十分なリスクアセスメントを実施し、依存度をコントロールする戦略が求められる。 

自律型AIは単なる「便利な生産性向上ツール」の領域を完全に脱し、企業のオペレーション・アーキ
テクチャの根幹を担うシステムへと進化した。両プラットフォームの構造的特性と内包するリスクを正

確に見極め、自社のガバナンス要件に合致した戦略的な統合を図ることこそが、次世代のビジネス

競争力を決定づける最大の要因となるであろう。 

引用文献 

1.​ Is Manus basically replacing OpenCLaw, or does OpenCLaw still shine? : 
r/AI_Agents, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://www.reddit.com/r/AI_Agents/comments/1rlu25s/is_manus_basically_replac
ing_openclaw_or_does/ 

2.​ OpenClaw vs Manus AI: Open-Source vs Cloud Agent in 2026 | Get AI Perks, 3月 
31, 2026にアクセス、 
https://www.getaiperks.com/en/blogs/11-openclaw-vs-manus-ai 

3.​ OpenClaw vs Manus AI: Which Agent Wins in 2026? - AI Superior, 3月 31, 2026にア
クセス、 https://aisuperior.com/openclaw-vs-manus-ai/ 

4.​ OpenClaw vs Manus AI vs n8n: Compared (2026) - KumoHQ, 3月 31, 2026にアクセ
ス、 https://www.kumohq.co/blog/openclaw-vs-manus-ai-vs-n8n-comparison 

5.​ OpenClaw vs Manus explained simply in 5 minutes - YouTube, 3月 31, 2026にアク
セス、 https://www.youtube.com/watch?v=RtBFBzi9ZLU 

6.​ OpenClaw - Wikipedia, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://en.wikipedia.org/wiki/OpenClaw 

7.​ Top 50 OpenClaw Use Cases for 2026: Boost Productivity | Articles - O-mega.ai, 
3月 31, 2026にアクセス、 
https://o-mega.ai/articles/top-50-openclaw-use-cases-2026-rankings 

8.​ The Rise of OpenClaw - SECURITY.COM, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://www.security.com/expert-perspectives/rise-openclaw 

9.​ How OpenClaw Works: Understanding AI Agents Through a Real Architecture, 3

https://www.reddit.com/r/AI_Agents/comments/1rlu25s/is_manus_basically_replacing_openclaw_or_does/
https://www.reddit.com/r/AI_Agents/comments/1rlu25s/is_manus_basically_replacing_openclaw_or_does/
https://www.getaiperks.com/en/blogs/11-openclaw-vs-manus-ai
https://aisuperior.com/openclaw-vs-manus-ai/
https://www.kumohq.co/blog/openclaw-vs-manus-ai-vs-n8n-comparison
https://www.youtube.com/watch?v=RtBFBzi9ZLU
https://en.wikipedia.org/wiki/OpenClaw
https://o-mega.ai/articles/top-50-openclaw-use-cases-2026-rankings
https://www.security.com/expert-perspectives/rise-openclaw


月 31, 2026にアクセス、 
https://bibek-poudel.medium.com/how-openclaw-works-understanding-ai-agen
ts-through-a-real-architecture-5d59cc7a4764 

10.​Chinese Regulators Block Manus AI Co-Founders from Exiting Country During 
Meta Deal Scrutiny, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://mlq.ai/news/chinese-regulators-block-manus-ai-co-founders-from-exitin
g-country-during-meta-deal-scrutiny/ 

11.​China bars executives at Meta-owned AI company from leaving country, 3月 31, 
2026にアクセス、 
https://www.washingtonpost.com/national-security/2026/03/25/meta-manus-chi
na-executives-banned/ 

12.​Manus: Hands On AI, 3月 31, 2026にアクセス、 https://manus.im/ 
13.​Manus Plans & Pricing, 3月 31, 2026にアクセス、 https://manus.im/pricing 
14.​What Is OpenClaw? Complete Guide to the Open-Source AI Agent - Milvus Blog, 

3月 31, 2026にアクセス、 
https://milvus.io/blog/openclaw-formerly-clawdbot-moltbot-explained-a-comple
te-guide-to-the-autonomous-ai-agent.md 

15.​OpenClaw: How to Set Up & Build Apps Like a PRO (Full Tutorial), 3月 31, 2026にア
クセス、 https://www.youtube.com/watch?v=0jCIhX3yyBI 

16.​Meta’s AI Agent is Better Than OpenClaw (Manus AI Demo), 3月 31, 2026にアクセ
ス、 https://www.youtube.com/watch?v=F6AP0v_2wr0 

17.​What is the current membership pricing for Manus?, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://help.manus.im/en/articles/11711111-what-is-the-current-membership-prici
ng-for-manus 

18.​Manus Desktop: Meta AI Agent Goes Local Machine Guide - Digital Applied, 3月 
31, 2026にアクセス、 
https://www.digitalapplied.com/blog/manus-desktop-meta-ai-agent-local-machi
ne-guide 

19.​OpenClaw — Personal AI Assistant, 3月 31, 2026にアクセス、 https://openclaw.ai/ 
20.​Manus AI Pricing for 2026: A Detailed Breakdown of Each Plan | Lindy, 3月 31, 2026
にアクセス、 https://www.lindy.ai/blog/manus-ai-pricing 

21.​Plans and Pricing - Manus Documentation, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://manus.im/docs/introduction/plans 

22.​Manus AI Pricing 2026: Plans, Credits & Real Costs | Get AI Perks, 3月 31, 2026にア
クセス、 https://www.getaiperks.com/az/articles/manus-ai-pricing 

23.​People are running entire businesses on OpenClaw. Here are the real-world use 
cases actually working in production right now across marketing, dev, sales, MSP, 
and finance. : r/OpenClawInstall - Reddit, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://www.reddit.com/r/OpenClawInstall/comments/1rzjfvz/people_are_running
_entire_businesses_on_openclaw/ 

24.​Privacy - Manus, 3月 31, 2026にアクセス、 https://manus.im/privacy 
25.​Meta Is Not Going To Scan Your Private DMs for AI Training | Social Media Today, 3
月 31, 2026にアクセス、 
https://www.socialmediatoday.com/news/metas-not-going-to-scan-your-private
-dms-for-ai-training/806700/ 

https://bibek-poudel.medium.com/how-openclaw-works-understanding-ai-agents-through-a-real-architecture-5d59cc7a4764
https://bibek-poudel.medium.com/how-openclaw-works-understanding-ai-agents-through-a-real-architecture-5d59cc7a4764
https://mlq.ai/news/chinese-regulators-block-manus-ai-co-founders-from-exiting-country-during-meta-deal-scrutiny/
https://mlq.ai/news/chinese-regulators-block-manus-ai-co-founders-from-exiting-country-during-meta-deal-scrutiny/
https://www.washingtonpost.com/national-security/2026/03/25/meta-manus-china-executives-banned/
https://www.washingtonpost.com/national-security/2026/03/25/meta-manus-china-executives-banned/
https://manus.im/
https://manus.im/pricing
https://milvus.io/blog/openclaw-formerly-clawdbot-moltbot-explained-a-complete-guide-to-the-autonomous-ai-agent.md
https://milvus.io/blog/openclaw-formerly-clawdbot-moltbot-explained-a-complete-guide-to-the-autonomous-ai-agent.md
https://www.youtube.com/watch?v=0jCIhX3yyBI
https://www.youtube.com/watch?v=F6AP0v_2wr0
https://help.manus.im/en/articles/11711111-what-is-the-current-membership-pricing-for-manus
https://help.manus.im/en/articles/11711111-what-is-the-current-membership-pricing-for-manus
https://www.digitalapplied.com/blog/manus-desktop-meta-ai-agent-local-machine-guide
https://www.digitalapplied.com/blog/manus-desktop-meta-ai-agent-local-machine-guide
https://openclaw.ai/
https://www.lindy.ai/blog/manus-ai-pricing
https://manus.im/docs/introduction/plans
https://www.getaiperks.com/az/articles/manus-ai-pricing
https://www.reddit.com/r/OpenClawInstall/comments/1rzjfvz/people_are_running_entire_businesses_on_openclaw/
https://www.reddit.com/r/OpenClawInstall/comments/1rzjfvz/people_are_running_entire_businesses_on_openclaw/
https://manus.im/privacy
https://www.socialmediatoday.com/news/metas-not-going-to-scan-your-private-dms-for-ai-training/806700/
https://www.socialmediatoday.com/news/metas-not-going-to-scan-your-private-dms-for-ai-training/806700/


26.​FAQ - Trust Center - manus.ai, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://trust.manus.im/faq?s=rnghsglk5b2fl5dxkklfq 

27.​The Meta-Manus review: What enterprise AI buyers need to know about 
cross-border compliance risk - AI News, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://www.artificialintelligence-news.com/news/meta-manus-ai-vendor-compli
ance-risk/ 

28.​OpenClaw Business Use Cases: Workflow Examples and Enterprise Risks - 
Codebridge, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://www.codebridge.tech/articles/openclaw-case-studies-for-business-workf
lows-that-show-where-autonomous-ai-creates-value-and-where-enterprises-n
eed-guardrails 

29.​NVIDIA Announces NemoClaw for the OpenClaw Community, 3月 31, 2026にアク
セス、 https://nvidianews.nvidia.com/news/nvidia-announces-nemoclaw 

30.​How to use OpenClaw for enterprise (large-scale automation, data 
management), 3月 31, 2026にアクセス、 
https://www.tencentcloud.com/techpedia/141441 

31.​Manus vs Open Manus: Which AI Agent Actually Delivers? : r/AISEOInsider - 
Reddit, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://www.reddit.com/r/AISEOInsider/comments/1jbrcuy/manus_vs_open_manu
s_which_ai_agent_actually/ 

32.​Manus AI vs Open Manus, Practical Deep Dive and Comparison - YouTube, 3月 31, 
2026にアクセス、 https://www.youtube.com/watch?v=m9xYn0csrB8 

33.​OpenManus VS Manus: Who Wins? - YouTube, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://www.youtube.com/watch?v=HBa1gCLXTC4 

34.​Manus Vs OpenClaw: The Real Difference Nobody Explains Clearly : 
r/AISEOInsider, 3月 31, 2026にアクセス、 
https://www.reddit.com/r/AISEOInsider/comments/1s222e2/manus_vs_openclaw_t
he_real_difference_nobody/ 

https://trust.manus.im/faq?s=rnghsglk5b2fl5dxkklfq
https://www.artificialintelligence-news.com/news/meta-manus-ai-vendor-compliance-risk/
https://www.artificialintelligence-news.com/news/meta-manus-ai-vendor-compliance-risk/
https://www.codebridge.tech/articles/openclaw-case-studies-for-business-workflows-that-show-where-autonomous-ai-creates-value-and-where-enterprises-need-guardrails
https://www.codebridge.tech/articles/openclaw-case-studies-for-business-workflows-that-show-where-autonomous-ai-creates-value-and-where-enterprises-need-guardrails
https://www.codebridge.tech/articles/openclaw-case-studies-for-business-workflows-that-show-where-autonomous-ai-creates-value-and-where-enterprises-need-guardrails
https://nvidianews.nvidia.com/news/nvidia-announces-nemoclaw
https://www.tencentcloud.com/techpedia/141441
https://www.reddit.com/r/AISEOInsider/comments/1jbrcuy/manus_vs_open_manus_which_ai_agent_actually/
https://www.reddit.com/r/AISEOInsider/comments/1jbrcuy/manus_vs_open_manus_which_ai_agent_actually/
https://www.youtube.com/watch?v=m9xYn0csrB8
https://www.youtube.com/watch?v=HBa1gCLXTC4
https://www.reddit.com/r/AISEOInsider/comments/1s222e2/manus_vs_openclaw_the_real_difference_nobody/
https://www.reddit.com/r/AISEOInsider/comments/1s222e2/manus_vs_openclaw_the_real_difference_nobody/

	2026年における自律型AIエージェントの包括的比較：OpenClawとManusのアーキテクチャ、導入メリット、および潜在的リスクの多角的分析 
	Gemini 3.1 pro 
	自律型AIエージェントの進化と市場の二極化 
	開発の歴史とエコシステムの形成 
	OpenClawの爆発的普及とオープンソースコミュニティ 
	Manus AIの起業とMeta社による大型買収 

	アーキテクチャと技術的基盤の対比 
	OpenClaw：ローカルオーケストレーションと持続的アーキテクチャ 
	Manus AI：クラウドネイティブな専門エージェントの協調 
	エッジとクラウドの融合：Manus Desktopの登場 

	インターフェース、操作性、およびスキルのエコシステム 
	インターフェースの設計思想 
	スキルシステムの光と影：オープンエコシステムvsクローズドキュレーション 

	経済性とコスト構造の比較 
	Manusのクレジットベースモデル：利便性と予測不可能性のトレードオフ 
	OpenClawのBYOK (Bring Your Own Key) モデル：固定費の排除とインフラの責任 

	セキュリティ、プライバシー、およびコンプライアンスリスク 
	OpenClawの脆弱性：過剰権限と「マルウェア・スキル」の脅威 
	Manusのコンプライアンスリスク：データ主権と地政学的波紋 

	企業導入と実践的ユースケースの分析 
	OpenClaw：エンジニアリングとバックエンドの高度な自律プロセス 
	Manus：フロントオフィスと非技術系ナレッジワーカーの拡張 

	「OpenManus」に関する市場の誤解と明確な区別 
	結論：組織のケイパビリティに基づく戦略的選択 
	引用文献 



